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CLINICAL EVALUATION OF OFLOXACIN IN THE 
     TREATMENT OF ACUTE CYSTITIS
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   Ofloxacin (OFLX) was administered to 236 female patients with acute cystitis. Of them 164 
patients who satisfied the criteria proposed by the UTI Commitee, Japan were examined for the ef-
ficacy of the treatment, but all cases were included in the study of the side effects of the drug. 
   In the 65 patients who received 300 mg (3 divided doses) of OFLX per day, the overall clini-
cal efficacy was excellent in 66.2% and moderate in 33.8% of the patients. In the 99 patients who 
received 600 mg (3 divided doses) of OFLX per day, the overall clinical efficacy was excellent in 
79% (P<0.076) and moderate in 18.2%, of the patients. No failure of the treatment was observed 
in the two groups. 
   Of 164bacterial strains isolated from the urine of the patients, 132 strains were identified as
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E.  coli. All bacterial strains were eradicated in the urinary specimens by the treatment. 
   Subjective side effects were observed in 8 (3.4%) of the 236 patients. Gastrointestinal dis-
turbance was complained by 6 patients. No drug-related aggravation in the laboratory test was ob-
served except for one patient who showed mild leukopenia reduced from 3700/mm3 to 2200/mm3. 
   These results showed that the oral administration of OFLX was excellent and satisfactory in the 
treatment for acute cystitis. 







回は急性単純性膀胱炎に対 す るOFLXの 有効性と
安全性を再評価する とと もに,300mg投与 と600
mg投与の比較を行なったので報告する.


























　 　 　 　 　 　 　 Table　1.患 者 背 景
　 　 　 　 　 　 　 　　 300my投与600mg投与　　合　計
　 　 　 　 20才以下　　　　　5　　　　 5　　　　10
　 　 　 　 21～30才　　　　 12　　　22　　　34
　 　 　 　 31～40才 　91827
　 　 　 　 41^-50才　　　　　7　　　　14　　 zi
　 　 　 　 51^-60才　　　　13　　　17　　　30
　 　 　 　 61才以上　　　　19　　　23　　 42
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Table　2.　UTI薬効評価基準判定による効果(1目300　mg投与群)
排 尿 痛 消　　失 軽　　快 不　　変 細菌尿 に
対する効果膿　　尿 正常化 改 善 不 変 正常化 改 善 不 変 正常化 改善 不 変
細菌尿
陰 性 化 圃 7 2 8 3 1 64(98.5%)
減少・徳交代 1 1(1.5%)
不　　変 0(0%)
排尿痛に対する効果 52(80.0%)12(18.5%) 1(1.5%)総 症 例
　65膿尿に対する効果 53(81.5%)10(15.4%)2(3.1%)
匡茸 コ 著効 43(66.2%)
総 合 有 効 串
65!65(盲00%)
[==コ 有 効 22(33,8%)
〔=コ 無効 0
Table　3.　UTI薬効評価基準判定による効果(1日600　mg投 与群)
排 尿 痛 消　　失 軽　　快 不　　変 細菌尿に
対する効果膿　　尿 正常化 改 善 不 変 正常化 改 善 不 変 正常化 改 善 不 変
細菌尿
陰 性 化 圃 6 1 4 4 3 2 99(100%)
減少・菌交代 0(0%)
不　　変 0(0%)
排尿痛に対する効果 86(86.9%)11(11.1%)2(2.0%) 総 症 例
　99膿尿 に対 する効 果 83(83.9%)10(10.1%)6(6」%)
[===コ箸 効 79(79.8%) 総 合 有 効 率
97199(98.o%)
[==コ 有 効 18(!8.2%)
〔==コ 無 効 2(2.0%)






































され,600mg投 与 群 で は99株が 分 離 された.　OFLX
を1日300mg,600　mg経 口投 与 に よ る 細 菌 学 的効
果 をTable　4,5に 示 した.起 炎 菌 と して はE.　eoli
が,132株(80.5%)分 離 され て お り最 も多か った.
そ の ほ か,StaPh210　coccus群が11株,　Proteus群と
KlebsieUa群が そ れ ぞれ6株 分 離 され て い た,　OFLX
坂下 ・ほか:急性単純性膀胱炎 ・オフロキサシソ 315
Table　5.細 菌 学 的効 果 の判 定(1日600　mg投 与 群)














































Table　6.臨 床 検 査 値 の 変 動(1日300　mg投 与 群)
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 異常→興常
項目　　検討件数　正常→正常 興常→正常 改警または
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 増　悪不変
　 　 　 本剤に間係あり
正常→異索(剛作用と推定




















































































投 与 に よる尿 中起 炎 菌 の消 失 は,164株 全株 にみ られ
た.投 与 後 出 現菌(交 代 菌)は,Pseudome　nas　aerugu.
nosal株で,300　mg投 与 群 に 出 現 した もの で あ った.
　 副 作 用 に つ いて は236症 例 全例 で検 討 した ・ この う
ち300mg投 与 群8フ例 中 ・ 副 作 用 が 発 現 した の は1例
(胃腸 症 状)の み で,発 現 率 はL　1%であ った ・600mg
投与 群149例 で み られ た 副 作 用 は7例(4・7%)で あ
り,胃腸症状が5例(3.4%),皮疹と不眠が各1例 で







Table　7.臨 床 検 査 値 の変 動(1日600　mg投 与群)
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 員常唖貫常
項 目　　検討件数 正常→jE常興常→正常 改警まhは
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 増　懸不蛮
　 　 　 本鋼に閥俸あり
正常→興常(協俸用と推定




















































































主治医によりOFLX投 与の副作用と推定 され た唯
一 の ケースであった.白 血球増加例は5,200から
8,200/mm3と増加した もので あった.　hcmoglobin
の異 常は1例 で12.6から1i.　7　9/dlと減少 したも








項 目は18件であった.そ の うちわけは,末梢赤血球が
380台か ら360x104/mm3に減 少 した2件,　 hemogu・
Iobinが12台か=ら1191dl台に 減 少 した の が5件,
Htが1～2%減 少 が2件,　 GPTが23か ら38　U,
総bilirubinが1.0から1.1mg!dl,　Crが1.5か
ら1.8ダ1.0から1.9へ変 動 した のが 各1件 ず つ あ っ
た.ま た,末 梢 白血 球 の異 常 は3件 が 減 少 で3,000/
mm3台,2,000/mm3台へ の減 少 が そ れ ぞれ2件,1
件 あ った.増 加例 は1件 で8,900か ら13,0001mm3
へ と変 動 した もので あ った 。血 小 板 の異 常 は21か ら
12×104/mlへ減 少 した1件 で あ った.以 上 の 異 常 は
主 治 医 に よ り薬 剤 との 関 連 な しと判 定 され た.ま た 投
与 前 後 の検 査 値 が 異 常 で投 与 後増 悪 した揚 合が12件あ
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